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9Ⅰ　はじめに
（１）研究背景
　近年，ディスク型の遊具「ドッヂビー」を使用した
ニュースポーツの普及が進み，幼少期の子どもを対象
とした体験イベントや競技会が各地で盛んに開催され
ている１）。ドッヂビーとは，ウレタンをナイロンで包
んだディスク（以下，ドッヂビーとする）であり，こ
れを使用した代表的なゲーム種目としてドッヂボール
の要領でゲームを展開する「ドッヂビーゲーム」と
ディスクをハンドボールのボールのようにチームの仲
間と投げ合いパスしてゴールを目指す「ゴールドッヂ
ゲーム」の２種目がある２）。このディスクの特長は，
ウレタンをナイロンで包んだ円盤状のフライングディ
スク型の遊具で衝撃を吸収するため，ドッヂボールの
ルールと同様にディスクを投げて，ドッヂビーが身体
に当たっても痛くない点である。また，軽量で扱いや
すく，丈夫で耐久性に優れている。よって，小学校児
童の遊具としてはもちろん，小学校の体育科の教材と
しても十分活用できる素材といえる。また，これらの
ディスクの特長から，幼稚園や保育園での遊具の一つ
として活用でき，実施に適していると考えられる。し
かし，ドッヂビーは商品開発がされて日が浅く，それ
を投げる能力（投技能）やその加齢に伴う発達過程に
ついてはこれまでに十分に調査されておらず，その報
告は極めて少ない３）。従来のプラスティック製のディ
スクを用いた調査結果についても村瀬ら４，５）の研究
報告が散見されるのみである。したがって，保育園や
幼稚園，小学校において運動遊びや体育の教材として
ドッヂビーを導入するには，まず幼少児期の子どもの
投技能とその発達過程を明らかにする必要がある。
（２）ドッヂビーを使った遊びの運動特性と運動機能
発達との関連
　ドッヂビーを活用した運動遊びにおいて生じるであ
ろう運動動作は，「投げる」を始め，持つ，転がす，
ひっくり返す，踏む，蹴る，打つ，滑らす，運ぶ，渡
す，押しつける，つかむ，捕る，握る，積む，当て
る，などが考えられ，多様な使い方が想定される。こ
れらの動作は，操作的な運動動作に含まれる６）。運動
は大きく，平衡的運動，移動的運動，操作的運動に分
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類される７）。その操作的運動の代表的な動作の一つが
“投げる”であり，近年の体力・運動能力調査の結果
において，幼少期の子どもから小学校の児童及び中学
校，高等学校の生徒にかけて著しい低下（未発達）の
状態にあると報告されている８）。この投動作に強く影
響する体力・運動能力の要素は，調整力であり，それ
を構成する下位項目は，協応性や巧緻性である。幼少
期は，神経系の発達の臨界期であり，適した運動遊び
の刺激により著しい発達が期待される時期である９）。
これらの点を考慮すると，ドッヂビーは，多様な運動
遊びが可能であり，その遊びにより生じる多くの運動
動作が操作的運動を含むことから，神経系への適した
運動刺激を促し，調整力の発達が期待できる運動遊び
の一つと考えられる。よって，ドッヂビーは幼少期の
運動遊びに活用できる遊具の一つであり，幼児教育や
初等教育の教育課程への導入により，幼少期の子ども
の身体の発達を促すことに繋がると期待できる。
（３）投技能の先行研究
　これまで，投技能は，主にテニスボールやソフト
ボールを使用して，その能力が測定されている10）。
ディスクの投技能も投動作の一つに分類される。しか
し，“ボール投げ”動作と“ディスク投げ”動作は主
に上肢を使って投射され類似しているとはいえ，同
一動作とは言い難い。また，ボールの球状とディスク
の平面円盤状の形状は全く違うといえる。そのため，
“ディスクの投技能”を明らかにせずに保育や教育現
場での教材として導入することは難しく，早急な解明
が必要である。さらに，ドッヂビーゲームが成立し，
保育や教育の目的を達成するには，幼少期の子どもに
おいてゲームが成立するディスク投技能が求められ，
実施する適年齢などを検討する必要がある。これまで
幼児の投能力は，テニスボールやドッヂボールを用い
て実施され，その加齢に伴う発達や性差が明らかにさ
れているが，ディスク投技能の報告は少ない。
　村瀬ら４）は，ディスク投技能を『幼児期に習得可
能な基礎運動技能の一つ』とし，ディスク投技能の
バックハンドスロー（以下，BHTとする）とフォア
ハンドスロ （ー以下，FHTとする）の発達変化を調査
し，4.5歳～6.5歳の間で技能が向上する，男児の方が
女児より成績が良い傾向がある，男女ともバックハン
ドはフォアハンドより投距離が長い，この時期の性差
は拡大も縮小もしないと報告している。また，ディス
ク投技能と運動能力との関連に関する研究結果５）で
は，BHTにおいて，立ち幅跳び，連続片足跳び，小
型ボール投げの３つの測定項目と有意な相関関係が認
められ，FHTにおいては，背筋力，小型ボール投げ，
反復横跳びの３つの測定項目に有意な相関関係が認め
られたと報告している。いずれも高い相関関係ではな
いが，BHTとFHTの両方の投げ方と小型ボール投げ
に有意な相関関係が認められ，投げるという共通の運
動課題であるため，関連があることが示唆されたと報
告している。
　この先行研究ではプラスティック製のディスクを使
用しており，ウレタン製のドッヂビーではないため，
その形状や重量，持った感触が異なり，同一とみなす
ことは難しく，同様な結果が得られるかは不明であ
る。また，これらの一連の研究報告は，ディスクの遠
投距離の発達特性を表したものである。つまり，ドッ
ヂビーゲームの競技特性であるゴールやチームの仲間
をめがけて投げる（パス・シュート）というディスク
をコントロールして目標に向かって正確に投げる「正
確投技能」や「的当て技能」は，これまで明らかにさ
れていない。
（４）研究目的
　本研究では，幼少期の子どもを対象に，ディスクの
投技能の一つである正確投技能，すなわち，ドッヂ
ビーを用いた的当て技能の発達を明らかにし，保育園
や幼稚園，小学校でドッヂビーを教材として導入し，
活用するための基礎的資料を得ることを目的とした。
Ⅱ　方法
（１）対象：「大学コンソーシアム岡山」が主催する
「2015 日ようび子ども大学」において自由参加
型の子ども行事に参加した幼児と児童の126名を
測定対象児とした。測定対象児の年齢と性別の
表１　測定対象者の内訳人数
年齢 ～３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10歳～ 合計
男児（人） ５ 14 14 ７ 13 ９ １ ６ 69
女児（人） ４ 12 11 ８ ８ ３ ６ ５ 57
合計（人） ９ 26 25 15 21 12 ７ 11 126
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詳細を表１に示した。
（２）測定実施日・場所：2015年６月７日（日）・岡山
県立生涯学習センター体育館アリーナ
（３）ディスク技能の測定
　ディスクを的に正確に投げる技能の測定は，ボール
的当て技能の調査方法１11-13）を参考に測定を実施し
た。すなわち，対象児は，的（縦43cm×横30cm）か
ら２m離れた所に，立位姿勢にて位置し，BHT及び
FHTで各５回ディスク（ドッヂビー）を投げた。的
当ての得点は，的に当たれば３点，幅90cmを通過す
れば２点，90cmの枠から外れた場合は１点として記
録し，対象児のBHTとFHT，及び合計得点を分析し
た。
　測定を開始するにあたり，調査者がそれぞれのドッ
ヂビーの投げ方をデモンストレーションするなどして
ディスクの握り方とBHTとFHTの投げ方を教示した。
また，対象児とのパス練習を約20分間実施した後，測
定を行った。ディスク投げは，BHTとFHTともに５
回連続して実施した。
（４）倫理的配慮
　測定・調査に先立ち，対象児と保護者に対し，調査
主旨及び測定方法，測定に伴う危険性，測定参加は義
務でない，測定参加は途中で中止できる，結果の公表
にあたっては個人が特定されることは決してないこと
を口頭にて説明し，同意が得られた者のみ測定対象児
とした。　
（５）統計処理
　統計解析ソフトは，エクセル統計2000を用いた。年
齢に伴うディスク投技能の発達は，一要因分散分析を
実施し，有意差が認められた場合は多重比較を実施
し，検定を行った。性差に関しては，対応のないｔ検
定を用いた。いずれも危険率0.05％を有意とした。
Ⅲ　結果と考察
（１）ディスク投技能（的当て得点）の発達変化
　表２は，BHTとFHTによるディスク投技能の発達
の変化である。BHTとFHTの得点は，いずれも６歳
まで同様に増加する発達過程がみられ，BHTとFHT
の得点差はほとんどなく統計的有意差は認められな
かった。しかし，６歳以降はBHTとFHTの投げ方に
よる得点幅が広がる傾向が認められた。すなわち，
BHTは加齢に伴い投技能が発達するが，FHTは停滞
する傾向が確認された。
　村瀬ら４，５）がディスク投技能の一つである遠投に
よる投距離を調査した結果では，4.5歳から6.5歳にお
いて，BHTはFHTよりも遠投技能が高いという結果
であり，的当て技能についても同様な結果が得られ
た。しかし，村瀬らの研究では幼稚園児を対象として
いるため，本研究で明らかとなった児童期における
FHTによる的当て投技能の発達停滞が遠投技能でも
生じるのかは不明であり，児童を対象としたディスク
遠投技能の追加調査が必要である。
　ドッヂビーの投動作は，身体各部位の協応性が求め
られる動作である。つまり，下肢により生じたパワー
が体幹の腰背部の回旋，上肢の肩関節の外転・内転，
肘関節の屈曲・伸展，手首関節の背屈・屈曲などの円
運動が順序よく時系列的に統合される14）ことにより
成立する動作である。今回の結果では，BHTとFHT
の投げ方の違いにより発達の変化が違う傾向が認めら
れた。つまり，同一個人の同一の腕（利き手）でも投
げ方の違いにより発達過程に相違が生じた点は，運動
機能の発達との関連も含め検討する必要がある。
　本研究の測定対象児（２歳から10歳）の全ての児が
BHTで３点を記録し，ディスクを的に当てられてい
る。したがって，ディスクをコントロールして投げら
表２　ディスク的当て得点の加齢変化
バックハンドスロー フォアハンドスロー
２～３歳 1.76（0.66） 1.56（0.60）
４歳 1.95（0.51） 1.78（0.66）
５歳 2.13（0.57） 2.03（0.68）
６歳 2.11（0.43） 1.99（0.40）
７歳 2.38（0.32） 1.98（0.50）
８歳 2.47（0.40） 2.10（0.59）
９歳 2.60（0.20） 2.06（0.55）
10歳～ 2.69（0.19） 2.27（0.69）
平均値（標準偏差）
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れていると考えられる。すなわち，幼少期の幼児と児
童であっても的当て遊びやドッヂビーゲームが運動遊
びのゲームの一つとして成立する可能性が示唆され
た。よって，ドッヂビーは幼稚園や保育園，小学校に
おいて活用できる遊具の一つであると考えられる。
（２）幼児のドッヂビー投技能の性差
　表３は，BHT投技能の発達変化に関する性差を示
した。本研究は，一過性の取り組みの結果であるが幼
少期におけるディスク投技能の性差に統計的な有意差
は認められなかった。本研究では，子ども行事に参加
した幼児と児童を測定対象児としているため各年齢の
男児と女児のサンプル数にバラつきが大きく，十分な
比較検討ができているとは言えない。この点は本研究
の限界であり，各年齢における測定対象児を増やし，
継続して検討する必要がある。
　村瀬らのディスクの遠投能力に関する研究結果で
は，4.5歳児から性差が認められ，その差は加齢に伴
い拡大も縮小もしない，と報告している。また，通常
の体力・運動能力測定において投能力の測定で実施さ
れる代表的なソフトボール投げの結果15）では，性差
が幼少期から生じ，加齢に伴って拡大する，と報告さ
れている。しかし，本研究のディスクを使った的当て
投技能では，４歳児から７歳児において，統計的な有
意差は認められなかった。つまり，これまでのボール
やフライングディスクを使った遠投能力のような性差
は，ディスクを使った投技能の一つである的当て技能
では確認できなかった。
　今回の測定結果では，ディスクによる的当て投技能
に性差が認められなかった。しかしこの結果は，ドッ
ヂビーを使った代表的な運動遊びの「的当て遊び」や
「ドッヂビーゲーム」が保育や教育現場において男児
女児の区別なく遊びが展開できる可能性を示してお
り，ドッヂビーが有用な遊具として活用できる可能性
が示唆される結果が得られたといえる。
Ⅳ　まとめ
　本研究では幼少児の子どもを対象にディスクの的当
て技能を検討した。その結果，次のことが明らかと
なった。
（１） BHTは加齢とともに得点が増加して発達する
が，FHTは同様な傾向は認められず，得点は停
滞する。
（２） 全ての児がBHTで的に当てることができ，ディ
スクをコントロールして投げられていた。
（３） 的当て技能には性差は認められない。この結果
から，ドッヂビーは保育園や幼稚園での運動遊
び及び小学校での体育科の教材として活用でき
ると考えられる。
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